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学 位 論 文 要 旨 
Ku70/80 modulates ATM and ATR signaling pathways in response to DNA double strand 
breaks 





telangiectasia mutated) はDNA断端付近で活性化され、直接的にあるいはATR(ATM- and 
Rad3-related) を介して、その基質であるp53などをリン酸化することで損傷応答時におこ
るシグナル伝達を制御している。一方、DSB損傷断端にはKu70/80二量体(Ku)が結合し、こ













































 結 論  
今回、KuがDNA二本鎖切断応答の早期段階におけるATM依存性ATRの活性化に関与している
ことを見出した。Ku欠損型細胞株では、ATM非依存性ATR活性が存在することも明らかにし
た。これらはKuとATM、ATRが密接に関与していることを示唆している。 
 
